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山
口
（
上
五
島
高
校
）
第
１
問
の
問
５

で
は
、
単
な
る
読
み
取
り
で
は
な
く
、

地
形
的
に
そ
の
場
所
が
な
ぜ
危
険
な
の

か
、
何
に
注
意
す
べ
き
か
を
考
察
さ
せ

て
お
り
、
基
礎
的
知
識
を
活
用
さ
せ
る

問
題
で
あ
る
。
第
２
問
の
問
６
の
よ
う

に
、
あ
る
条
件
下
に
お
け
る
解
決
策
は

今
後
も
出
題
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
授
業
内

で
も
取
り
組
み
た
い
。

首
藤
（
広
島
井
口
高
校
）
第
２
問
の
問

６
で
は
、
選
択
肢
①
と
④
は
世
間
一
般

が
認
知
で
き
る
内
容
を
含
む
が
，
③
は

各
帰
宅
者
の
自
宅
住
所
が
わ
か
っ
て
い

る
前
提
で
あ
り
、
選
択
肢
の
性
質
が
や

や
異
な
る
。
地
理
情
報
と
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
活

用
す
る
主
体
は
誰
な
の
か
、
ど
ん
な
条

件
で
活
用
す
る
の
か
な
ど
、
も
う
少
し

詳
し
い
説
明
が
必
要
。

後
藤
（
佐
倉
高
校
）
第
１
問
は
、
地
理

総
合
へ
の
架
け
橋
と
な
る
よ
う
な
作
問

を
試
み
た
で
あ
ろ
う
そ
の
意
志
が
伝
わ

る
も
の
で
あ
っ
た
。
第
２
問
は
、
課
題

探
究
の
場
面
を
設
定
す
る
こ
と
で
受
験

生
や
授
業
者
へ
広
く
「
地
理
総
合
」
の

意
義
を
広
め
た
い
と
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

性
を
強
く
感
じ
る
問
題
で
あ
っ
た
。
両

問
と
も
、
地
理
総
合
を
見
据
え
た
も
の

で
あ
っ
た
。

（
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
博

士
課
程
後
期
）

二　
紙
上
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

以
下
、
自
由
参
加
形
式
で
意
見
交
換

し
た
も
の
を
要
約
し
て
報
告
す
る
。

蒼
下
（
下
関
南
高
校
）
第
１
問
の
問
３

は
、
各
条
件
の
特
徴
を
踏
ま
え
て
考
察

す
る
良
問
。
第
２
問
は
、
探
究
主
題
が

広
く
、
地
理
的
な
問
い
方
に
絞
っ
て
設

定
す
べ
き
。
問
５
は
、
地
理
の
学
力
を

見
極
め
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
か
。
問

６
の
意
思
決
定
や
構
想
の
問
題
は
慎
重

に
さ
れ
た
い
。

中
村
（
鳥
取
西
高
校
）
第
１
問
の
問
４

で
は
「
人
口
を
表
現
し
た
統
計
地
図
と

し
て
適
当
で
な
い
も
の
」
を
選
べ
と
あ

る
が
、
適
当
か
適
当
で
な
い
か
の
判
断

は
、
判
断
す
る
側
の
主
観
や
作
成
者
、

時
と
場
合
に
左
右
さ
れ
る
の
で
、
科
目

地
理
Ａ
の
学
習
の
枠
（
地
理
教
育
に
携

わ
る
も
の
の
常
識
）
で
の
み
成
立
す
る

設
問
で
あ
る
。
議
論
さ
れ
る
べ
き
検
討

課
題
で
あ
る
。

井
上
（
川
崎
高
校
）
第
２
問
の
問
３

は
、
三
つ
の
作
物
と
そ
の
栽
培
起
源
地

域
に
つ
い
て
年
間
供
給
量
や
伝
播
の
過

程
を
手
掛
か
り
に
解
答
す
る
が
、
そ
れ

ら
を
暗
記
し
て
い
る
受
験
者
も
い
る
だ

ろ
う
。
栽
培
起
源
地
域
は
提
示
し
、
作

物
と
伝
播
の
過
程
を
組
み
合
わ
せ
れ
ば

単
に
知
識
を
問
う
問
題
と
な
ら
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
。

第
２
問

　

食
文
化
に
つ
い
て
「
な
ぜ
私
た
ち
は

世
界
の
様
々
な
も
の
を
飲
ん
だ
り
食
べ

た
り
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
課

題
の
も
と
大
問
が
構
成
さ
れ
て
い
る
。

授
業
で
の
探
究
場
面
を
想
定
し
た
６
問

が
出
題
さ
れ
、第
一
次
産
業
に
関
し
て
、

統
計
情
報
の
知
識
だ
け
で
な
く
、流
通
、

食
文
化
の
背
景
、
課
題
の
解
決
策
な

ど
、
多
面
的
・
多
角
的
な
視
点
か
ら
総

合
的
に
考
察
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
配
点
20
点
。

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
１
題　
問
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食
文
化
に
関
す
る
様
々
な
課
題
の
解

決
策
を
構
想
す
る
設
問
。
現
実
の
社
会

で
は
「
正
解
」
の
な
い
解
決
策
に
つ
い

て
考
え
る
た
め
、
解
答
の
際
に
は
必
ず

条
件
や
制
約
の
も
と
で
「
正
解
」
を
選

択
す
る
こ
と
に
な
る
。
本
設
問
で
は
、

リ
ー
ド
文
中
に
「
各
地
域
の
食
文
化

に
配
慮
し
た
持
続
可
能
な
発
展
に
つ
な

が
る
も
の
」
と
い
う
条
件
が
あ
り
、
③

は
こ
れ
を
満
た
さ
な
い
た
め
適
当
で
な

い
。

一　
第
１
問

　
「
現
代
社
会
に
お
け
る
地
図
と
地
理

情
報
の
活
用
」
か
ら
６
問
が
出
題
さ
れ

た
。
日
常
生
活
と
結
び
つ
い
た
地
図
や

Ｇ
Ⅰ
Ｓ
の
活
用
が
前
面
に
押
し
出
さ
れ

た
。
地
理
院
地
図
や
Ｇ
Ⅰ
Ｓ
を
用
い
た

地
図
の
作
成
、
情
報
の
読
み
取
り
と

い
っ
た
、
初
見
の
資
料
に
対
し
て
、
授

業
で
学
習
し
た
適
切
な
知
識
や
技
能
を

用
い
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
個

別
的
な
知
識
の
再
生
を
求
め
る
出
題
は

み
ら
れ
な
か
っ
た
。
配
点
20
点
。
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道
路
や
鉄
道
と
い
っ
た
、
生
徒
に

と
っ
て
身
近
な
題
材
に
つ
い
て
、
初
見

の
地
図
と
資
料
を
用
い
て
推
論
す
る
問

題
。
経
路
は
最
も
長
い
が
、
出
発
時
刻

に
か
か
わ
ら
ず
、
所
要
時
間
が
同
じ
Ｊ

が
鉄
道
。
Ｋ
と
Ｌ
を
比
較
し
て
、
所
要

時
間
が
短
く
、
よ
り
直
線
的
な
道
路
の

Ｌ
が
高
速
道
路
。
た
だ
し
、
本
設
問
は

地
理
選
択
者
で
な
く
と
も
容
易
に
解
く

こ
と
が
で
き
る
点
に
は
課
題
が
残
る
。

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の
探
求 

④

～
地
理
A（
第
１
日
程
）
第
１
・
２
問
の
分
析
を
通
し
て 

～

宅
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